
※　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

What's Happening in Kanoya

合同七草祝いで
成長を願う

ドッジボール大会で
熱い戦い

　１月13日、串良平和アリーナで
「ドリームカップ2013小学生ドッ
ジボール大会」が行われました。
　今年で５回目となる同大会は、子
どもの体力づくりと地域活性化を
目的に行われるもので、県内や宮
崎県から25チーム約800人が参加。
　チームの勝利を目指して一生懸
命プレーする姿に、観客席からは
惜しみない拍手と声援が送られて
いました。

学校給食に
カンパチを提供

　１月22日、かのやカンパチをメ
ニューに取り入れた学校給食が市
内の小中学校で振舞われました。
　このカンパチは、魚離れが進む
子どもたちに地元の魚を味わって
もらおうと、学校給食週間にあわ
せて鹿屋市漁協が提供したもの
で、今回が初めての取組。
　カンパチを食べた子どもたち
からは「脂が乗って美味しい」と
いった声があがっていました。

波之上神社で
七草祝いを開催

　１月７日、高須町の波之上神社
で、恒例の七草祝いが開催されま
した。
　振袖や羽織袴など華やかな衣装
を身にまとった子どもたち７人は、
玉串奉てんをした後、将来の夢な
どを記した祈願書を親子で奉納し
ました。また、式典後には町民会館
で高須町内会女性部によるぜんざ
いが振る舞われ、町内会による七
草祝いを楽しんでいました。

気持ちを新たに
けいこ始め

　１月11日、串良平和アリーナで
「けいこ始め式」が開催されまし
た。これは、新年を迎え、新たな
気持ちでスポーツに取り組もうと
毎年行われているもの。当日は、
29競技団体から502人が参加し、
体育功労者７人と優秀スポーツ選
手７人・２団体、社会優良団体２
団体を表彰。その後、参加者は各
練習場に移動して汗を流し、今年
一年の飛躍を誓いました。

輝北

韓国高校野球チームが
鹿屋で合宿

　１月８日から２月７日まで、韓
国高校野球トップクラスの北

プギ ル

一高
等学校野球部部員や関係者など39
人が、串良平和公園野球場を主練
習場に合宿を行いました。
　１月10日には、中野副市長が黒
豚肉約11㎏を激励品として贈呈。
監督は「鹿屋の練習環境は素晴ら
しい。差し入れも本当にありがと
うございます」とお礼の言葉を述
べました。

宇津木妙子氏の
講演会と教室を開催

　１月19日、市文化会館で元女子
ソフトボール日本代表監督の宇津
木妙子氏による「夢への実現～努
力は裏切らない～」と題した講演
会が開催され、興味ある体験談に
真剣に耳を傾けていました。
　また講演会前には「ソフトボー
ル教室」も行われ、小学生から高
校生まで約100人が参加。教わった
技術を繰り返し確認しながら、ソ
フトボールを楽しんでいました。

鹿屋 韓国完
わん

州
じゅ

中学校とサッ
カーを通じて交流を図る

　１月５日から15日まで、韓国の
完州中学校サッカー部が、スポー
ツ合宿及び国際交流に鹿屋市を訪
れました。今年で３回目の訪問と
なった同部は、大隅青少年自然の
家での交流会や大隅の食文化等を
体験。期間中に開催された「サッ
カーウィンターフェスティバル」
では、市内外の強豪チームと互い
の技を競い合うなどサッカーを通
じて交流を図っていました。

映画「永遠の０」
舞台を巡るツアー客が訪れる

　1月18日、25日、30日の3回、大
ヒット中の映画「永遠の０」の舞台
地を巡るツアーで、関西方面から
88人が市内を訪れました。
　これは「さんふらわあ」を利用し
て訪れた観光客で、戦没者慰霊塔
へ献花、基地史料館や桜花の碑、
地下壕電信司令室跡などを見学。
　参加者は、ガイドの説明を興味
深げに聞きながら、命の尊さ、平和
の大切さを学んでいました。

串良

消防出初式で今年一年の安全と防火・防災を誓う

　１月５日、串良町有里の串良平和公園陸上競技場で「平成26年鹿屋市消防出初
式」が澄み切った青空のもと開催されました。消防団は本業を持ちながら消防・防
災活動など地域の安全安心を守るために昼夜を問わず活動しており、現在団員は
970人です。
　当日は、市内全47分団の消防団員や大隅肝属地区消防組合職員、海上自衛隊鹿屋
航空基地隊員など約900人が参加しました。式では、多くの観客が見守る中、観閲
をはじめ消防団による分列行進や規律訓練（串良方面隊）、消防ポンプ操法（南部
方面隊）、はしご車救出訓練（大隅肝属地区消防組合）などが行われたほか、永年
にわたり消防・防災活動に尽力した消防団員や功労者など延べ211人に表彰状の伝
達と感謝状の贈呈が行われました。最後は全員で万歳を三唱して、今年一年の安全
と防火・防災を誓いました。

　１月７日、輝北コミュニティー
センターで、輝北地区合同の「七
草祝い」が開催されました。
　これは、小学校へ入学する輝北
地区の子どもたちの健やかな成
長を願って毎年行われているもの
で、振袖や羽織袴に身を包んだ子
どもたち17人が参加。当日は、記
念品贈呈や本の読み聞かせ等が行
われ、参加者全員で子どもたちの
元気な成長を願いました。

鹿屋
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